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今⽇、⽴憲主義を踏みにじり、国⺠から負託された国会議論をも軽
視する安倍政権に徹底的に対峙し、強引な国会運営とは全⾯的に対決
することが不可⽋と考えます。そのためには、可能な限り、⺠進党、
⽴憲⺠主党、希望の党の三党間での統⼀会派結成をめざし、連携して
いくことが必要です。以下の基本⽅針を共有し、国会論戦、国会対応
に共同して取り組む会派を衆参両院で結成することを呼びかけます。 
 
○ 「⽣活者」「納税者」「消費者」「働く者」の⽴場に⽴ち、多様性を

認め合う共⽣社会をめざす。 
○ 積極的に政策議論を進め、安倍政権では置き去りにされてきた地

⽅分権や国⺠⽣活に光をあてる議員⽴法の成⽴をめざす。 
○ 現憲法の平和理念を尊重し、⼀昨年の安保法制の違憲部分を削り、

「専守防衛に徹し、近くは現実的に、遠くは抑制的に、⼈道⽀援は
積極的に」との原則に基づき、国の安全を確たるものにする議論を
進める。 

○ 政治の信頼を取り戻し、⾏政監視によって税⾦の無駄遣いをなく
すため、森友・加計学園問題をはじめとした疑惑の徹底追及を⾏う。 

○ ⻑時間労働の規制やパワーハラスメントの防⽌を進める⼀⽅で、
残業代ゼロ・⻑時間労働を助⻑する政府の働き⽅改⾰関連法案に
ついては、働く者の視点から⼗分な審議を尽くす。 
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